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１．研究の背景
少子高齢化や晩婚化・未婚化などが話題にされるようになって久しいが，この晩婚化・
未婚化を背景として就活（就職活動）ならぬ婚活（結婚活動）という言葉までいわ
れるようになった。結婚も“適齢期”と呼ばれた時期になんとなくできるものではなく，
積極的な就職活動のようなアピール活動無くして結婚をつかむのが難しいということであ
る。また，“アラフォー”（around 40，40 歳前後）と呼ばれる世代が今日話題にされている
が，この世代を中心に扱った映画やドラマなどは，従来の 30，40 代に問題とされてきた子
育てと仕事の両立といった形だけではなく，初婚としての結婚，子どもを持つことの選択
とリミット，独身として生きていく選択と老後などを扱うものが多くみられ，既婚者のみ
ならず独身者としての世代としても扱われてきている。また，結婚はするべきもので
はなく，選択肢の一つとして描かれることが多くなった。同時に離婚も前向きな選択の一
つとして描かれることも多くなっている。
子どもの将来とキャリア教育・キャリアガイダンスに対する保護者の意識調査（労働
政策研究・研修機構，2007）
1)
では，保護者がこれからの子どもや若者を取り巻く環境似
対し心配していることとして，フリーター・ニート問題（86.8％），就職問題（74.4％）
定職困難（73.3％）などの就職問題に続き，若者の結婚や出産がうまくいかなくなる
（67.9％）があげられており，社会的にも結婚・出産，つまり若者が家族を作ることに対
して心配する声が高いといえよう。実際，2005 年国勢調査によれば，未婚率はどの世代も
ますます上昇傾向であり，30 ∼ 34 歳の未婚率は男性が 47.1％，女性が 32.0％で，35 ∼ 39
歳の未婚率は，男性が 30.0％，女性が 18.4％といずれも平成 12 年調査より割合が上昇し
ている
2)
。
また，家族関係の希薄化を懸念する意見が少なくない。一般的な人間関係について難
しくなったと感じるかと尋ねた調査（内閣府安全・安心に関する特別世論調査（2004））
3)
では，難しくなったと感じると回答した人が 63.9％いた。その理由に核家族化をあ
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げた人は 41.8％，親子関係の希薄化をあげた人は 27.5％もいる。希薄化は決してよ
いイメージとはいえないだろう。
一方で，少子高齢化のもう一つの側面として，高齢化とそれに付随する介護問題も社会
的関心の高い事柄である。政策制度の度重なる変更のみならず，漠然とした先行き不安は
しばしば散見されるテーマである。高等学校家庭科でも先の改訂にて高齢者や介護の内容
が教科書でも増加したが，一方で 60 歳以上の人にふだんの生活で，家族以外に若い世代
との交流の機会はあるかと尋ねた調査（内閣府高齢者の地域社会への参加に関する意
識調査 2003）
4)
によれば，若い世代との交流がない人（ほとんどないと全くないと
回答した人）の割合が 52.8％と半数強となっている。若い世代との交流がある人（よく
あるまたはたまにあると回答した人）も交流相手は壮年の世代を挙げる人が 67.8％
で，若い子ども世代との交流はあまり多くないという結果が報告されている。
これらのように，現代社会において，家族や結婚，離婚，高齢者などについてあまり明
るくないイメージがあるようだが，これは今後家族や生活を作っていくであろう大学生に
とっても同じなのであろうか。だからこそ未婚化や晩婚化などがすすむのであろうか。
２．研究の目的
未婚化・晩婚化となっている理由として，自由さや気楽さを失いたくないという理由
が挙げられることもある。若者達は，結婚や家族に対して夢や希望を持てないから初婚年
齢が遅くなったり結婚しない人が増えたりしているのだろうか。つまり，結婚や家族に対
するイメージが悪いのだろうか。もしくは具体的なイメージが持てないから強い思いがな
いのだろうか。それとも一般よりも明るいイメージでとらえているのであろうか。
本研究では，大学生の持っている家族に関する言葉のイメージを調査し，未婚者がほと
んどである 20 代前半の学生達が家族や家庭生活にどのようなイメージを持っているのか
を明らかにし，今後の課題について言及する事を目的とした。
３．研究方法
イメージを調べる家族に関連する語として，家族結婚夫婦子ども高齢者
老後介護離婚を設定し，それぞれの語句のイメージを尋ね，分析を行った。
⑴ 調査方法
大学 1 ∼ 4 年生を対象に，家族関係授業の最初の時間を利用し，自記式の質問紙調査
を一斉配布・回収（一部後日配布 /回収）にて実施した。回答時間に制限は設けず，各自
の思うままに記述してもらった。
⑵ 調査時期・対象者
調査は 2003 年∼ 2007 年の各年４月に実施した。対象者は名古屋市内私立大学A校と
B校の学生で累計 716名である。一斉配布 /回収のため，回収率は 100％であった。
調査時期を４月（第１回講義内）に設定したのは，その後展開される家族関係の講
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義内で各語句の説明や関連事項の解説を受けると各語のイメージが一変する可能性が高い
ため，受講前の，各自の持つイメージのままの段階で調査を実施する必要があったからで
ある。
⑶ 調査内容
設定８語について，プラスイメージマイナスイメージどちらでもある知らな
い言葉であるの４つに分類をしてもらい，さらに，各語について，自由記述の形で（単
語でも可）イメージを言葉に表してもらった。回答者が知らない用語についても語句説明
はせず，知らない語であるに分類させ，イメージ記述も知らない言葉であることを
明記する指示に統一した。
⑷ 仮説
大学生にとっては，決して家族に関する言葉はプラスイメージが多く，やや夢見がちな
のではないか。一方でマイナスイメージを持つ者は徹底的に悪く書くのではないか。ま
た，離婚，介護，老後，高齢者はマイナスイメージが強く出るのではないか。これらのイ
メージが現代の少子高齢化，晩婚化，非婚化などに結びついている部分があるのではない
か。
４．結果および考察
⑴ 調査対象者の概要
調査対象者の男女比は男：女＝ 41.7％：51.3％でほぼ 1：1 であった。A校は男女の学
生が，B校は女子のみの学生が在籍している。各年の回収数は，2003 年は 226，2004 年は
181，2005 年は 134，2006 年は 102，2007 年は 70 であった。
⑵ 大学生の持つ各語へのイメージ分類
各語句のイメージを具体的に尋ねる前に，単語としての設定８語句をプラスイメージ
マイナスイメージどちらでもあるの３つに分類してもらった。
その結果，
・プラスイメージが強い ＝家族結婚夫婦子ども
・マイナスイメージが強い ＝介護離婚
・プラスでもマイナスでもある＝老後高齢者
のように分類された。（図１参照）
家族や生活を作る行為に関わるものは総じてプラスイメージがあり，マイナスイメージ
の者は非常に少ないことがわかった。また，あまり明るく語られないと予想した老後，高
齢者，介護は，確かにプラスイメージは少なく，圧倒的にマイナスイメージの方が多いが，
老後や高齢期は必ずしもマイナスイメージの方が強いわけではなく，むしろプラスでもマ
イナスでもあるととらえている大学生が多いことがわかった。
それでは，各語句は実際に男女ではどれぐらいイメージに差があるのであろうか。また，
言葉で表された各語のイメージはどのようであっただろうか。
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⑶ 家族のイメージ
プラスイメージの非常に強かった家族であるが，詳細な結果は次のようになった。
１）男 女 差
家族は全体では大変プラスイメージの強い語であることが明らかとなった。それでは男
女別にすると家族イメージに違いはみられるだろうか。
図２は，家族のイメージを，男女別にみたものである。男女で有意な差がみられ（p
＜ 0.01），若干男性の方がどちらでもあると答える割合が高く，女性の方がプラス
イメージだと答えている者が多かった。
２）言葉で表す家族のイメージ
プラスイメージの強い家族であったが，言葉で表されたイメージとして代表的なも
のは次のようであった。
・必要不可欠，欠けたら困る，あってあたりまえ
・温かい，優しい
・居心地がよい，安心する，団らん，帰る場所
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図１ キーワードのプラス・マイナスイメージ割合
図２ 家族イメージの男女内訳
(％)
・仲がよい，一緒に何かをする，身近，共同体
・助け合い，協力 等
家族に求める機能は，精神的なものであるとよくいわれるが，温かみのある，精神が
落ち着くイメージのある言葉，そしてひとつになるイメージの言葉が連想されていた。
３）家族イメージと他語句との関連
家族イメージがよいことは，他の語のイメージに関連はみられないだろうか。家族の
イメージがプラス・マイナス・どちらでも，であるときに，他語のイメージがどのようで
あるかをクロス集計で求めたところ，p ＜ 0.001 の有意確率にて家族イメージがプラ
スだと結婚イメージもよくなることが明らかとなった（図３）。また，同時に家族
イメージがプラスだとは子どもイメージもプラスである傾向が見られ（図４ /p ＜ 0.001），
日頃学生が家族としてイメージしている集団にたいしてプラスイメージを抱いている
ことは，ただ現状が仲良しであるということだけでなく，将来の結婚観や子ども観をもよ
くする，つまり結婚や子どもを持つことに対して好意的にさせる影響を持っていると言え
るだろう。
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図３ 家族イメージを軸にした結婚イメージ
図４ 家族イメージを軸にした子どもイメージ
(％)
(％)
⑷ 結婚夫婦のイメージ
次に，プラスイメージの強かった結婚であるが，夫婦と結果が大変よく似ていた
ため，２つの語句をまとめて報告したい。夫婦は結婚とほぼ同じイメージとしてと
らえられていると言える。結婚すると夫婦になることからも当然の結果かもしれない。男
女共にプラスイメージが強く，結果は次のようであった。
１）男 女 差
女子の方が結婚に夢を見ているのではないか，等と考えていたのであるが，意外にも少
しだけマイナスイメージが男性の方が多くいたとはいうものの，男女の差はほとんどな
かった。（図５：結婚のイメージ分布）
２）言葉で表す結婚のイメージ
結婚のイメージを言葉で表すと，次のような言葉があげられた。プラスイメージかマ
イナスイメージか，と言うときには圧倒的にプラスイメージであったのであるが，具体的
に言葉で表してもらうと，プラスイメージだと回答していた人でも結婚のメリットもデメ
リットもあげられていたのが特徴であった。
・幸せ，祝福，愛，一生のつきあい，新たな人生，明るい，信頼 （よいイメージ）
・温かいイメージ，あこがれる，許し合える，以心伝心 （よいイメージ）
・独身よりも自由がない，飽きる，制限，人生の墓場，ケンカ （悪いイメージ）
・契約，子ども，パートナー，寂しくない （中立なイメージ）等
⑸ 子どものイメージ
子どもも，結婚夫婦と同様にプラスイメージが強かったが，これらよりも若干
マイナスイメージが多くなっている。特徴的なのは，結婚や夫婦のイメージと違い，男女
差があること，そして多くの学生が子どもの良い面と悪い面，または社会の現象をあげて
いることである。
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図５ 結婚イメージの男女内訳
(％)
１）男 女 差
男女間には有意な差（p ＜ 0.01）があり，男性よりも女性の方が子どもという言葉
に対してプラスイメージを，反対に言えば男性の方がマイナスイメージを多く持っている
ことが明らかとなった。（図６）
２）言葉で表す子どものイメージ
あげられた言葉によるイメージは次の通りである。
・かわいい，大事，成長，宝，自由，無邪気（よいイメージ）
・癒される，家族の支え，将来欲しい，家族の幸せ，元気（よいイメージ）
・好きではない，憎たらしい，反抗期，大変，虐待，うるさい，いじめ，育児ノイロー
ゼ（悪いイメージ）
・子孫を残す，少子化，夫婦をつなぐ，中絶，出生率，教育 等
好意的な単語と共に，かなりストレートなマイナスイメージの言葉や社会現象としての
客観的な言葉が他の語よりも多くみられている。
⑹ 老後高齢者のイメージ
老後と高齢者のイメージも，結婚夫婦と同様に，どちらも似た傾向の結果
が得られたことから，まとめて報告する。老後と高齢期はどちらでもあるとい
う回答が非常に多く，約半数を占める。そして，プラスかマイナスか，といえばマイナス
イメージを多く持たれていた。
１）男 女 差
似通ってはいるものの，細かく見てみると男女共に老後の方が高齢者よりもプ
ラスイメージを持つ者が多い。図７は高齢期のイメージの割合であるが，男性はプラ
スイメージもマイナスイメージも女性より多くなっているのに対し，女性はどちらでも
あると答えている者が５割以上と，男性よりも多くなっていることが特徴である。
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図６ 子どもイメージの男女内訳
(％)
２）言葉で表す老後・高齢期のイメージ
プラスかマイナスか，と尋ねるとマイナスイメージが強いのであるが，具体的な言葉に
よるイメージとなると，やはりどちらでもあると答えた人が半数を占めるように，比
較的良いイメージも書かれていた。ただし，この良いイメージは高齢者の欄ではなく
老後欄に書かれていたことに注目したい。人生の似た時期を示す２語であるが，大学
生は微妙なニュアンスの違いを感じているようである。
・ゆとりができる，年金をもらう，知恵が豊富，人生の先輩（高齢期のよいイメージ）
・楽しみ，自由，のんびり（老後のよいイメージ）
・死が近い，年金が不安，未来がない，若者に頼られていない，高齢化の進行，病院
通い，守られる，危ない（高齢期の悪いイメージ）
・ひとりで残りたくない，不安，寂しい（老後の悪いイメージ） 等
本調査実施の授業とは別の授業において生涯設計を書かせてみると，大学生は結婚をし
た 30 代前後から後が全く想像できない者が多い。結婚というライフイベントの後の結婚
生活，中年期∼高齢期の記述がなく，70 ∼ 80 歳あたりで突然死亡と書かれているので
ある。前述した高齢者の地域社会への参加に関する意識調査 2003の中でも，高齢者の
半数以上が若者との交流を望んでいる実態からも，若者が高齢者に接する機会が少なく，
ニュースなどからの間接的な情報は持っているものの，実際の高齢期を想像しにくい現状
が伺われる。
⑺ 介護のイメージ
介護も高齢期に向かうにつれて重要な問題となってくる事柄であるが，大学生にとって
は，必要だとは答えるが，まだまだ人ごとの感が否めず，イメージにも具体性はなかっ
た。男女差もほとんどない結果となっていた。（図８）
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図７ 老後イメージの男女内訳
(％)
⑻ 離婚のイメージ
マイナスイメージの最も強い語は離婚であった。冒頭で離婚に対して発展的解消と
しての前向きな選択の一つとして離婚が描かれてきていると述べたが，大学生にとっては，
やはりかなりイメージは良くなかった。
１）男 女 差
離婚のプラス・マイナスイメージの分布に対して，男女の有意な差（p ＜ 0.01）が見
られたが，図９より，男性の方がより離婚に対してマイナスイメージが強いことが明らか
となった。プラスイメージには差が無く，女性が男性よりも上回っているのはどちら
でもあるというイメージであった。これは離婚によって被る様々な困難と，発展的解消
の意味を考えたとき，女性の方が影響が大きいからではないだろうか。ちなみに，親が離
婚しているかどうかは尋ねていないのでわからないが，授業中での感想文などを見ている
限りでは，それほど離婚した家庭の子どもである学生は多くない様子であった。
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図８ 介護イメージの男女内訳
図９ 離婚イメージの男女内訳
(％)
(％)
２）言葉で表す離婚のイメージ
マイナスイメージが大変強い離婚だが，具体的にイメージを尋ねると，プラス・マ
イナスの両面を書く者が多かった。
・第２のスタート，明るい，開放感 （よいイメージ）
・子どもがいたらかわいそうなイメージ，大変そう，絶対にしたくない
（悪いイメージ）
・熟年離婚，バツイチ，慰謝料，親権，契約の解消 （用語としてのイメージ）
５．ま と め
以上，大学生の持つ家族イメージとして，８つのキーワードをもとに見てきた。これら
の結果から，次のことが言えよう。
仮説の検証としては，大学生にとっては，各用語にプラスイメージ・マイナスイメージ
は持っているものの，家族に関する言葉はプラスイメージが多かった。しかし夢見がちな
プラスイメージばかりではなく，マイナスイメージも存在した。ただし，マイナスイメー
ジでも全く夢が見いだせないほどの強いマイナス要素を含んだ回答は見られなかった。
また，離婚，介護，老後，高齢者は予想通りマイナスイメージが強かった。しかし，こ
れらのマイナスイメージは必ずしも現状の社会現象を起こすまでには結びついていないよ
うであった。
実際は，若者は結婚や子どもに対してはイメージが良く，自らも欲しい（したい）と思っ
ている者が多かった。決して結婚や子どもを持つことに否定的ではなく，むしろいずれ持
ちたいと思っているのである。つまり，最初から非婚や DINKSを将来にイメージしてい
る若者は少なく，平均初婚年齢が上昇していることや少子化の現状が有ろうとも，結婚に
対する思いは変化していないと言え，仮説はおおむね否定されたといえよう。ただし，個々
人の感想を見ていると，子どもは欲しいが大変そう・痛そうなのでひとりでいいなど，
イメージから将来計画を漠然と立てている者もいるので，全く関係がないわけではないこ
とは付け加えておきたい。また，本調査の 2003 年から 2008 年にかけてを比較したところ，
ほとんど変化はなく，世の中の家族イメージの変化の流行ほど一般市民の考え方は動いて
いないようであった。
一方で，高齢期や老人に対してのイメージがあまり明確でなかったことや異世代交流の
不足などの現状からみるに，キャリア教育だけでなく，個々の生涯計画が描けるように親
世代，祖父母世代との交流機会を持ち，直接生き方に接して自分の将来像を描けるように
していく必要があると考えられた。結婚や子どもなどに対してマイナスイメージは持って
いないことは良いが，具体的なリスクについての指摘やリスク回避に関する事柄もあまり
なかったことから，さらなる現実としてのリスク教育が（例えば避妊だけでなく不妊等も）
大学に於いて必要であることが明らかとなった。
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